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議
会
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よ
り
編
集
委
員
会

　

私
た
ち
が
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
に

な
っ
て
か
ら
約
２
年
に
な
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
議
会
だ
よ
り

が
よ
り
親
し
み
や
す
い
も
の
に
な
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
読
み
や
す
さ
・
見
や
す

さ
の
追
求
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
１
色
刷
り
だ
っ
た
ペ
ー
ジ

を
２
色
刷
り
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、

レ
イ
ア
ウ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
大
幅
な
見

直
し
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
文
字

サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
た
り
、
全
体
の
ペ

ー
ジ
数
を
増
や
す
な
ど
、
数
々
の
変
更

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

「
以
前
に
比
べ
て
、
ず
い
ぶ
ん
見
や
す

く
な
っ
た
ね
！
」
と
の
あ
り
が
た
い
声

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
号
は
、
私
た
ち
編
集
委
員
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
最
後
の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
議
会
だ
よ
り
の
ご
愛
読
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
月
25
日
（
水
） 

第
18
回
会
議
（
本
会
議
）

３
月
２
日
（
月
） 

第
19
回
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
３
日
（
火
） 

第
20
回
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
４
日
（
水
） 

第
21
回
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
５
日
（
木
） 

予
算
特
別
委
員
会

３
月
６
日
（
金
） 

予
算
特
別
委
員
会

３
月
９
日
（
月
） 

予
算
特
別
委
員
会

３
月
10
日
（
火
） 

常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

３
月
11
日
（
水
） 

常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

３
月
12
日
（
木
） 

常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

３
月
16
日
（
月
） 

第
22
回
会
議
（
本
会
議
）

２
月
定
例
会
議
日
程
（
予
定
）

　過去の会議録は市ホームページから入
ることができます。ぜひご利用ください。
アクセス方法は次のとおりです。

【アクセス方法】
市ホームページ→市議会→常総市議会会議録

　議会の傍聴を希望される方は、水海道庁舎議会棟
３階議場廊下に備え付けの傍聴券交付依頼書（傍聴
券控え）に記入し、議場入口の係員へお渡しください。
引き換えに傍聴券が交付されます。

過去の会議録がみられます

※正式な日程は２月下旬に開催される

　議会運営委員会で決定されます。

議会の傍聴ができます

◎中村　安雄
　水野　　昇
　中村　博美
　篠　　孝之

○坂巻 文夫
　中島 亨一
　倉持 　守
　吉原 光夫

委員会名 委　　員

議会運営

委 員 会

◎委員長

○副委員長

一部委員に異動がありました議会運営委員会

インターネット映像配信がはじまりました！！
本会議の生中継（LIVE）をインターネットでご覧いただけます。

生中継を見られない場合でも、録画映像（VOD）をご覧いた

だけます。ぜひご利用ください。

詳しくは映像配信ページをご覧ください。 

http://www.josocity.stream.jfi t.co.jp/

スマートフォンやタブレット端末でも

視聴できます。

新庁舎１階モニター

QRコード

QRコード

【アクセス方法】

市ホームページ

↓

市 議 会

↓

議会映像配信

本
会
議
中
は
、
新
庁
舎
１
階
に
設
置
さ

れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
生
中
継
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

平成 27年　消防出初式
　　幼年消防クラブ
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月
定
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会
議
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質 

問

２

P. 3

P. 4

P. 5

P. 6

P. 7

P. 8

P. 9

P.10

議　　長

P. 3

P. 4

P. 5

P. 6

P. 7

P. 8

P. 9

NAKAMURA  HIROMI

●ごみ減量の取り組み
資源物をそのまま捨てては
もったいない。資源回収を
行った団体に交付される報
奨金制度の活用を!!

中村　博美

12
／
１
〜
12
／
３
の
３
日
間
に
わ
た
り
15
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
政
全
般
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
質
問
・
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

※
原
則
と
し
て
平
成
の
元
号
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

NAKAMURA  YASUO

●市民の広場
建物がない広場に人が集ま
りにぎわいを取り戻すこと
などできるのだろうか。今
こそ施設建設に最終決断を!!

中村　安雄

HORIKOSHI  MICHIO

●消費税
低所得者にとって負担の重
い消費税。今後予測される
10%への引き上げを前に市
長の見解を問う。

堀越　道男

ISHIKAWA  EIKO

●子育て支援
高校生まで医療費助成の拡
大と給食費無料化を求める。
早急にやることで人口増に
つながる。

石川　栄子

SAKAMAKI  FUMIO

●内守谷公民館学童クラブ
内守谷地区は人口がふえ、税
の面でも貢献している。にも
かかわらず学校もない。古い
公民館をどうしていくのか？

坂巻　文夫

MIZUNO  NOBORU

●常総インターチェンジ周辺
整備事業

レールに乗せたこの事業、
脱線は許されない。覚悟を
もってやっているのか？

水野　昇

KOBAYASHI  TAKESHI

●鬼怒川西地区の市民サービ
ス拡充

西側の行政サービスには不公
平感がある。西側にもしっか
り目を向けてもらいたい。

小林　剛

SHIGETA  SHINZO

●政治倫理条例の遵守
議員が法人の理事であるこ
とは、契約や交渉等におい
て影響はないのか。利益誘
導につながらないか？

茂田　信三

ENDO  MASANOBU

　議長は、議事整理、議場の
秩序維持、事務監督に当たり、
議会を代表する。原則として
採決には参加しない。

遠藤　正信

OKANO  KAZUO

●都市計画税
税を負担している人が恩恵
を受けるのは当然のこと。
不公平感の解消に向けて、
いつまでに見直すのか？

岡野　一男

NAKAJIMA  RYOICHI

●子どもたちの心を育む総合
的学習

生き方の多様性を大事にす
る教育環境をつくっていか
なければならない。

中島　亨一

KURAMOCHI  MAMORU

●少子化対策・定住人口促進

ほかの自治体よりも先取り
をした、常総市独自の魅力
ある政策が必要だ。

倉持　守

KANEKO  TERUHISA

●遠距離通学児童
通学距離が片道4km以上に
もなる小学生。再三、補助
を求めてきたが、今こそ明
確な回答を!!

金子　晃久

HORIKOSHI  TERUKO

●ご近所マップ
要援護者・避難場所等が記
載されたご近所マップは災
害時には大変有効。ぜひ当
市でも作成を!!

堀越　輝子

ENDO  FUMIE

●都市計画税
これまで適切に使われてき
たのか。「不均一課税」どう
するのか。存続か、廃止か、
はたまた？

遠藤　章江

YOSHIHARA  MITSUO

●公道上の置石
安心して車が通れるようにし
てもらいたい。それが近隣住
民の願い。行政はこれまでの
対応の仕方でよいのか？

吉原　光夫
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議
員

　
　

都
市
計
画
税
は
目
的
税
で
あ
り
、

税
負
担
を
さ
れ
て
い
る
地
域
の
方
々

が
相
応
の
恩
恵
を
受
け
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
妻
・

豊
岡
地
区
に
お
け
る
整
備
と
い
う
の

は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が

執
行
部
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

企
画
部
長

　
　

両
地
区
の
市
街
化
区
域
に
つ
い
て

都
市
計
画
的
な
事
業
は
現
在
行
わ
れ

て
い
な
い
。
不
公
平
感
が
あ
る
の
は

否
め
な
い
。
将
来
的
に
下
水
道
が
両

地
区
に
も
拡
大
す
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
そ
の
辺
で
ご
理
解
を
得
た
い
。

議
員

　
　

年
度
内
で
こ
れ
だ
け
の
計
画
を
し

て
こ
れ
だ
け
の
地
域
に
や
っ
て
い
く

ん
だ
と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
目

的
税
に
沿
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長

　
　

目
的
税
は
特
定
の
方
か
ら
取
る
わ

け
だ
か
ら
、
当
然
そ
の
方
に
給
付
も

充
当
し
て
い
く
の
が
大
原
則
で
あ
る
。

そ
の
趣
旨
に
合
う
よ
う
に
、
不
公
平

感
が
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

不
公
平
感
が
あ
る
な
ら
ば
、
都
市

計
画
税
は
な
く
し
て
、
す
べ
て
の
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
は
一
般
会
計
の
現

在
の
歳
入
の
中
で
や
っ
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長

　
　

議
員
が
言
っ
た
よ
う
な
改
正
方
向

も
検
討
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
る
。

議
員

　
　

検
討
時
期
と
実
現
に
移
る
時
期
は
。

市
長

　
　

10
月
か
ら
具
体
的
な
検
討
作
業
を

始
め
て
お
り
、
27
年
度
中
に
は
具
体

的
な
結
論
を
出
し
た
い
。

議
員

　
　

納
税
者
は
本
当
に
働
い
た
中
で
納

税
し
て
い
る
。
課
税
す
る
ほ
う
も
取

る
と
い
う
意
識
で
は
な
く
、
皆
さ
ま

の
大
事
な
お
金
を
預
か
る
と
い
う
意

識
で
執
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

　
　

「
ど
こ
ま
で
膨
ら
む
ご
み
処
理
費

用
、
一
人
一
人
が
ご
み
減
量
を
考
え
、

ご
み
を
減
ら
す
努
力
が
必
要
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
常
に
掲
げ
、
私
た
ち
市

民
は
１
日
の
ご
み
を
少
し
で
も
減
ら

そ
う
と
い
う
努
力
を
し
て
い
る
が
、

市
と
し
て
ご
み
処
理
費
用
を
減
ら
せ

る
よ
う
な
考
え
は
何
か
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

　
　

広
域
で
は
生
ご
み
の
堆
肥
化
、
市

で
は
資
源
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

　
　

資
源
回
収
報
奨
金
の
支
払
金
額
と

そ
れ
を
ふ
や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

尋
ね
る
。
昔
は
値
段
が
つ
か
な
か
っ

た
古
布
に
も
現
在
は
キ
ロ
10
円
が
つ

き
、
報
奨
金
と
合
わ
せ
れ
ば
キ
ロ
15

円
に
な
る
。
古
布
を
赤
い
袋
で
ご
み

と
し
て
出
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

市
民
生
活
部
長

　
　

18
年
度
は
約
１
０
３
０
万
円
で
25

年
度
が
約
８
１
６
万
円
で
あ
る
。
今

後
、
さ
ら
な
る
自
治
区
等
へ
の
働
き

か
け
も
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

報
奨
金
制
度
の
周
知
と
金
額
を
ふ

や
す
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長

　
　

学
校
、
町
内
会
、
子
ど
も
会
に
と

っ
て
も
自
主
財
源
が
ふ
え
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
面
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
広
が
る
道
だ
と
思
う
。

議
員

　
　

月
曜
日
の
回
収
に
は
出
さ
な
い
く

ら
い
の
気
持
ち
で
資
源
物
を
現
金
化

し
ま
し
ょ
う
。
次
に
、
広
域
で
の
ご

み
減
量
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

市
民
生
活
部
長

　
　

常
総
広
域
で
は
、
生
ご
み
堆
肥
化

事
業
を
立
ち
上
げ
、
水
海
道
地
区
２

１
５
世
帯
が
参
加
し
て
い
る
。
施
設

増
設
に
よ
り
、
現
在
参
加
世
帯
を
募

集
し
て
い
る
。

生
活
環
境
課
長

　
　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
30
世
帯

以
上
が
ま
と
ま
る
地
域
を
基
本
と
し

て
募
集
準
備
を
進
め
て
い
る
。

不
公
平
感
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
! !

都
市
計
画
税
の
現
況
に
つ
い
て

捨てればゴミ、
　　　　活かせば資源！！

ごみ減量の取り組みについて尋ねる

３ 10掲載できなかった質問 ・図書館を軸とするまちづくりについて

掲載できなかった質問 ・常総市暮らしの便利帳について尋ねる

資源物回収の様子

議
員

　
　

今
回
の
質
問
で
大
事
な
こ
と
は
、

市
が
行
う
許
可
、
契
約
等
に
関
し
て

議
員
は
特
定
の
企
業
、
個
人
、
団
体

の
た
め
に
有
利
な
計
ら
い
を
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
議
員

の
中
に
江
連
八
間
土
地
改
良
区
の
役

員
に
な
っ
て
い
る
方
が
２
人
い
る
。

１
人
の
議
員
は
副
理
事
長
と
し
て
約

40
万
円
、
も
う
１
人
は
普
通
の
理
事

で
20
万
円
ほ
ど
も
ら
っ
て
い
る
。
改

良
区
の
事
務
局
長
の
話
で
は
、
副
理

事
長
に
つ
い
て
は
、
議
員
と
の
兼
職

を
禁
止
す
る
通
達
が
県
か
ら
来
て
い

る
と
の
こ
と
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

役
員
を
や
っ
て
い
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。
そ
の
方
は
、
Ｊ
Ａ
の
理
事

も
し
て
い
る
。
い
く
ら
政
治
倫
理
条

例
を
つ
く
っ
て
も
、
ざ
る
抜
け
で
、

守
ら
な
い
か
ら
意
味
が
な
い
。「
議
員

が
理
事
を
務
め
て
い
る
が
、
い
ろ
い

ろ
な
交
渉
に
影
響
が
あ
る
と
思
う
か
」

と
幹
部
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
確
か
に

あ
る
と
思
う
」
と
断
言
し
た
。
ま
た

市
か
ら
改
良
区
へ
補
助
金
を
い
く
ら

出
し
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

企
画
部
長

　
　

兼
職
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
当
事
者

が
判
断
し
、
そ
し
て
組
織
で
判
断
す

べ
き
問
題
で
あ
る
。
補
助
金
は
施
設

維
持
管
理
費
と
し
て
、
こ
こ
数
年
同

額
の
６
０
４
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

議
員

　
　

議
員
は
ロ
ビ
イ
ス
ト
で
も
圧
力
団

体
で
も
な
い
。
向
こ
う
に
籍
を
置
く

と
い
う
こ
と
は
圧
力
団
体
と
同
じ
で

あ
る
。
内
部
の
自
浄
作
用
を
期
待
で

き
な
い
か
ら
、
政
治
倫
理
条
例
を
つ

く
っ
た
の
だ
ろ
う
。
先
ほ
ど
の
補
助

金
以
外
に
、
何
ら
か
の
工
事
を
す
る

と
き
は
、
補
助
は
あ
る
の
か
。

農
政
課
長

　
　

そ
の
都
度
、
予
算
補
助
と
い
う
こ

と
で
対
応
し
て
い
る
。

議
員

　
　

金
額
が
金
額
で
あ
り
、
な
お
さ
ら

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
は
い
け
な

い
。
ど
ち
ら
か
を
辞
退
す
べ
き
で
あ

る
。 

市
政
治
倫
理
条
例
・
県
の
通
達
を
守
れ
! !

政
治
倫
理
条
例
遵
守
に
つ
い
て

掲載できなかった質問 ・職員採用の件　・不法ゴミ捨ての罰則の強化について

　

平
成
26
年
常
総
市
議
会
（
11
月
定
例

会
議
）
が
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
11
日

ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

今
定
例
会
議
に
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
を
含
む
議
案
17
件
を
市
長
が
提
案
。

初
日
の
本
会
議
で
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
り
、
う
ち
４
件
が
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
等
は
各
常
任

委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
各
委
員
会
（
分
科
会
）
に
お
い

て
詳
細
に
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
人
事
案
件

２
件
、
議
員
提
案
に
よ
る
議
案
３
件
が

提
案
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
議
案
15
件
、

人
事
案
件
２
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決

・
同
意
さ
れ
、
１
件
が
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
請
願
１
件
は
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
各
種
委
員
の
推
薦

１
件
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

市
長
よ
り
塩
畑
実
氏
を
副
市
長
と
し

て
選
任
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
議

会
は
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は

４
年
で
す
。

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で

あ
る
こ
と
を
国
民
に
広
め
、
聞
こ
え
な

い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ
け
、
手
話

で
学
べ
る
よ
う
、
ろ
う
学
校
及
び
一
般

校
に
お
け
る
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮

称
）」
の
制
定
を
求
め
て
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

米
価
下
落
は
、
生
産
農
家
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
平
成
26
年
産
米
の

米
価
暴
落
に
対
し
、
国
が
よ
り
一
層
の

米
価
下
落
対
策
を
行
う
こ
と
、
耕
作
放

棄
地
対
策
を
取
る
こ
と
、
意
欲
あ
る
農

業
者
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
営

農
に
取
り
組
め
る
よ
う
米
政
策
を
構
築

す
る
こ
と
を
求
め
て
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

茂
田 

信
三
議
員

岡
野 

一
男
議
員

中
村 

博
美
議
員
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議
員

　
　

市
民
の
広
場
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
市
民
か
ら
、「
多
目
的
施
設
を
つ
く

っ
て
使
い
勝
手
が
い
い
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
請
願
等
が
出

さ
れ
て
い
る
。
今
の
ま
ち
の
中
の
姿

は
、
大
変
衰
退
し
た
姿
で
あ
る
。
選

挙
の
た
び
に
ま
ち
の
活
性
化
を
し
よ

う
と
い
う
願
い
を
込
め
て
選
挙
運
動

が
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
実
を

結
ぶ
こ
と
な
く
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
現
市
長
に
攻
撃
的
な
内
容
で
選

挙
戦
が
戦
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
せ
な
い
障
害

に
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
思
う
。

せ
め
て
継
続
的
な
事
業
は
何
と
し
て

も
や
り
遂
げ
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

大
変
残
念
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

前
向
き
に
最
終
的
な
決
断
を
し
て
い

た
だ
き
、
市
民
の
願
い
を
か
な
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
長

　
　

市
民
の
広
場
は
今
日
ま
で
約
２
年

間
使
用
し
て
き
て
い
る
が
、
十
分
に

有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
議
員
や
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
具
体
的
な
提
案
も
な

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
す
べ
て
含

め
て
、
現
在
、
具
体
的
な
検
討
作
業

に
入
っ
て
い
る
。
２
月
の
議
会
に
具

体
的
な
案
と
し
て
提
示
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員

　
　

こ
の
場
所
は
お
手
洗
い
だ
け
あ
れ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
や

は
り
き
ち
ん
と
し
た
施
設
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
人
の
集
客
が
で
き
る
と
思

う
。
施
設
を
つ
く
る
よ
う
な
予
算
化

を
す
る
つ
も
り
が
あ
る
か
。

市
長

　
　

施
設
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
具
体
的
な
案
を
出
す
と
い
う
こ

と
は
、
当
然
予
算
措
置
も
含
む
。

議
員

　
　

多
目
的
施
設
を
含
め
て
予
算
化
を

し
て
い
た
だ
い
て
、
早
い
機
会
に
市

民
の
願
い
を
か
な
え
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
を
し
た
い
。

建
て
る
の
か
、
建
て
な
い
の
か
？

市
民
の
広
場
に
多
目
的
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
最
終
決
断
を

議
員

　
　

福
島
県
喜
多
方
市
の
小
学
校
に
は

農
業
科
が
あ
り
、
小
学
生
に
農
業
を

教
え
て
い
る
。
話
を
聞
く
と
、「
作
物

を
育
て
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
心

を
育
て
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
実
に
喜
多
方
市
で
は
中
学
校
で
の

い
じ
め
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
た
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
畑
を
耕

し
、
種
を
ま
き
、
肥
や
し
を
や
っ
て
、

数
カ
月
か
か
っ
て
育
て
る
。
１
人
で

は
で
き
な
い
。
最
後
は
み
ん
な
で
収

穫
す
る
。
今
は
小
学
校
全
校
で
や
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命

に
農
業
体
験
し
て
友
達
を
思
い
、
命

の
大
切
さ
、
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
実

感
し
て
覚
え
て
い
く
。
作
物
を
育
て

る
こ
と
も
心
を
育
て
る
一
つ
な
ん
だ

と
考
え
る
が
、
常
総
市
で
も
や
っ
て

は
ど
う
か
。

教
育
長

　
　

喜
多
方
市
の
取
り
組
み
は
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
す
ば
ら
し
い
も

の
と
考
え
る
。
当
市
で
は
、
田
植
え

か
ら
稲
刈
り
、
さ
ら
に
食
に
至
る
ま

で
稲
作
体
験
を
学
習
し
て
い
る
小
学

校
が
８
校
、
各
種
野
菜
の
栽
培
な
ど

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
小
学
校
が

９
校
あ
る
。
中
学
校
で
は
、「
夢
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
職
場
体
験
で

自
分
の
適
性
を
探
っ
た
り
、
被
災
地

訪
問
や
広
島
の
平
和
学
習
を
行
っ
た

り
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
当
市
の

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
あ
り
方
は
、

各
学
校
の
実
態
に
あ
っ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

議
員
か
ら
の
貴
重
な
情
報
を
大
切
に

し
、
各
学
校
に
も
紹
介
し
な
が
ら
今

後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
一
つ
の
領

域
と
考
え
る
。

議
員

　
　

人
間
十
人
十
色
で
、
多
様
性
を
大

事
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
夢
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
教
育

環
境
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
合
的
学
習
の
時
間
を
有
意
義
に
使

う
こ
と
を
考
え
、
教
育
活
動
に
さ
ら

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

農業を通じた体験学習を

子どもたちの心を育む総合的学習の活用について

４

掲載できなかった質問 ・本年度、大幅安の米価と今後の追加払いの予定、そして耕作放棄地や後継者の減少対策について
・道路課の事業の遅れは予算と職員不足と思われる。再任用を含む人材確保を

掲載できなかった質問 ・市長の政治姿勢について
・アグリチャレンシ支援事業の創設

議
員

　
　

昨
年
、
市
道
東
３
１
７
号
線
に
関

す
る
改
善
に
つ
い
て
と
い
う
以
下
の

陳
情
（
地
元
住
民
93
名
署
名
）
が
提

出
さ
れ
た
。「
興
正
寺
内
を
通
る
公
道

（
３
１
７
号
線
）
上
に
車
の
通
過
を

妨
げ
る
よ
う
に
置
か
れ
た
石
の
撤
去

を
求
め
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
陳
情
は
昨
年
議
会
で
採
択
に
な

っ
て
い
る
が
、
現
状
は
全
く
変
わ
っ

て
い
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

用
地
管
理
課
長

　
　

地
権
者
の
了
解
が
得
ら
れ
な
い
た

め
現
況
の
状
態
で
あ
る
。
地
権
者
立

ち
合
い
の
も
と
、
く
い
を
復
元
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
交
渉
し
て
い
く
。

議
員

　
　

６
年
前
に
も
地
元
住
民
か
ら
同
じ

要
望
が
あ
っ
た
が
、
脅
か
さ
れ
て
取

り
下
げ
た
経
過
が
あ
る
。
地
権
者
は

市
会
議
員
と
い
う
立
場
に
あ
り
な
が

ら
、
道
路
法
的
に
も
違
反
し
て
い
る
。

地
域
住
民
が
困
っ
て
い
る
の
を
知
っ

て
い
な
が
ら
市
側
の
要
請
に
も
応
じ

な
い
。
市
職
員
が
一
生
懸
命
や
っ
て

も
話
が
進
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
法

的
措
置
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
員
と
も
あ
ろ
う
立
場
の
方
が
こ
う

い
う
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
市
長
は
ど
う
思
う
か
。

市
長

　
　

法
的
に
訴
え
る
前
に
、
議
員
の
仲

間
の
１
人
と
し
て
粘
り
強
く
説
得
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
法
的
手
段

は
最
後
で
あ
る
。
全
会
一
致
で
採
択

し
て
い
る
以
上
、
市
と
し
て
は
市
民

の
要
望
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
ま
ず

努
力
す
る
の
が
先
決
で
あ
る
。

議
員

　
　

も
う
何
回
も
粘
り
強
く
交
渉
し
て

い
る
。
市
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
よ
う
力
を
尽
く
す
べ
き
議
員
の

立
場
と
し
て
お
か
し
い
。
住
民
が
困

っ
て
い
る
の
に
、
生
ぬ
る
い
こ
と
を

や
っ
て
い
て
は
だ
め
だ
。
執
行
部
と

し
て
は
、
相
手
が
ど
う
い
う
立
場
の

人
で
あ
ろ
う
と
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
。

議
員

　
　

住
基
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
れ
ば
、

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
や
印
鑑
証
明
が

取
得
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い

ま
国
が
進
め
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
始
ま
る
と
、
ど
う
な
る
の
か
。

市
長

　
　

28
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
え
ば
、
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住

民
票
、
印
鑑
証
明
を
と
れ
る
よ
う
に

な
る
。
ぜ
ひ
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
て

お
り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
不
公
平
を
是
正

す
る
た
め
に
は
川
西
地
区
へ
の
出
張

所
を
開
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
工

業
団
地
も
あ
り
、
西
側
の
ほ
う
が
税

金
を
納
め
て
い
る
と
思
う
。
東
地
区

に
は
、
庁
舎
、
図
書
館
等
が
あ
る
が
、

西
側
に
は
体
育
館
く
ら
い
し
か
な
く
、

公
平
と
い
え
る
の
か
。

市
長

　
　

行
政
窓
口
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、

不
公
平
感
は
あ
る
と
思
う
。

議
員

　
　

不
公
平
を
解
消
で
き
な
い
よ
う
で

は
、
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

と
い
う
の
は
お
か
し
な
話
に
な
る
。

西
側
へ
の
出
張
所
を
要
求
す
る
。

　
　

ま
た
、
川
西
地
区
に
も
税
申
告
会

場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
市
民
か
ら

も
西
側
で
１
カ
所
つ
く
っ
て
も
ら
わ

な
く
ち
ゃ
困
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

総
務
部
長

　
　

申
告
相
談
は
税
務
署
か
ら
許
可
を

受
け
た
市
職
員
の
み
が
行
う
こ
と
で

で
き
る
た
め
、
臨
時
職
員
や
委
託
で

の
対
応
は
で
き
な
い
。
分
散
す
る
と

職
員
が
不
足
し
て
し
ま
う
た
め
、
川

西
地
区
に
申
告
会
場
を
設
置
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

議
員

　
　

財
政
再
建
の
た
め
人
員
を
削
減
し

て
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で

あ
れ
ば
意
味
が
な
い
。
公
平
に
や
っ

て
も
ら
い
た
い
。
西
側
に
も
し
っ
か

り
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

行
政
は
早
期
解
決
を
! !

市
道
東
３
１
７
号
線
に
つ
い
て
（
公
道
上
の
置
石
に
つ
い
て
）

要望ではない、要求である

鬼怒川西地区における市民サービスの拡充について

掲載できなかった質問 ・十一面山について９

掲載できなかった質問 ・次世代に残す常総市の遺産登録について　・職員採用について

市民の広場

中
村 

安
雄
議
員

中
島 

亨
一
議
員

吉
原 

光
夫
議
員

小
林 

剛
議
員

「川西地区に出張所を」

小学校の田植え体験（常総市）

（写真：石下庁舎）
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議
員

　
　

人
口
減
少
を
止
め
る
に
は
、
独
自

の
施
策
で
他
の
自
治
体
よ
り
も
魅
力

あ
る
進
ん
だ
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

県
で
も
少
子
化
対
策
を
強
化
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
①
少
子
化
対
策

と
し
て
、
当
市
の
子
育
て
支
援
対
策

に
つ
い
て
、
②
定
住
人
口
の
増
大
に

関
す
る
政
策
と
し
て
、
住
宅
購
入
に

お
け
る
支
援
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

保
健
福
祉
部
長

　
　

①
２
人
以
上
の
お
子
さ
ん
が
同
時

に
保
育
所
に
通
所
す
る
場
合
の
保
育

料
は
、
２
番
目
の
お
子
さ
ん
は
半
額
、

３
番
目
の
お
子
さ
ん
は
無
料
と
な
っ

て
い
る
。
提
言
い
た
だ
い
て
い
る
第

２
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

企
画
部
長

　
　

②
市
で
は
、
市
所
有
の
分
譲
宅
地

に
住
宅
建
設
を
行
っ
た
際
、
建
築
費

の
一
部
と
固
定
資
産
税
相
当
額
を
補

助
す
る
、
い
き
い
き
子
育
て
住
宅
支

援
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員

　
　

地
方
創
生
法
の
補
助
金
活
用
を
強

く
要
望
し
て
、
第
２
子
に
対
す
る
保

育
料
無
料
は
で
き
れ
ば
早
い
時
期
、

強
く
言
え
ば
来
期
の
予
算
編
成
の
中

に
あ
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

保
健
福
祉
部
長

　
　

検
討
の
中
に
加
え
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

住
宅
取
得
者
に
対
す
る
奨
励
金
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
常
総
市

も
政
策
を
先
取
り
し
な
く
て
は
人
口

が
ふ
え
な
い
。
地
方
創
生
法
を
活
か

し
た
、
常
総
市
独
自
の
政
策
を
予
算

編
成
の
中
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

　
　

地
方
創
生
法
の
補
助
金
内
容
が
具

体
的
に
出
て
き
た
段
階
で
、
使
え
る

も
の
は
全
部
使
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
。
若
い
世
代
に
住
ん
で
も
ら

え
る
た
め
に
、
住
宅
・
教
育
・
医
療

政
策
に
一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
一
般
の
住
宅
地
に
つ

い
て
も
助
成
を
検
討
し
て
い
る
。

地
方
の
再
生
は
「
ひ
と
」
の
創
生
か
ら

当
市
に
お
け
る
少
子
化
対
策
と
定
住
人
口
促
進
に
つ
い
て
、
各
部
門
別
に
問
う

５

掲載できなかった質問 ・里山資本主義について　・下水道雑感

議
員

　
　

消
費
税
は
、
平
成
元
年
に
導
入
さ

れ
、
現
在
８
％
に
な
り
、
今
後
さ
ら

に
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
。
消

費
税
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
景
気

は
落
ち
込
む
。
ま
さ
に
不
況
の
影
に

消
費
税
あ
り
だ
と
思
う
。
消
費
税
と

い
う
の
は
、
低
所
得
者
に
と
っ
て
重

く
、
不
公
平
な
税
で
あ
る
。
デ
ー
タ

で
は
、
３
７
０
万
円
の
所
得
の
４
人

世
帯
を
例
に
、
５
％
で
消
費
税
は
15

万
円
か
か
り
、
10
％
に
な
る
と
30
万

円
に
な
る
と
い
う
。
中
小
企
業
に
と

っ
て
も
、
商
品
に
乗
せ
て
取
れ
ず
、

そ
の
分
だ
け
身
銭
を
き
っ
て
納
め
る

と
い
う
の
が
７
割
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
消
費
税
に
は
、
輸
出
に

対
し
て
は
還
付
す
る
と
い
う
輸
出
戻

し
税
と
い
う
の
が
隠
れ
て
い
る
。
多

額
の
還
付
金
に
よ
っ
て
赤
字
に
な
っ

て
し
ま
う
税
務
署
も
あ
る
。
直
間
比

率
の
見
直
し
で
一
番
大
き
い
の
は
法

人
税
の
見
直
し
で
あ
る
。
消
費
税
で

納
め
た
分
は
法
人
税
の
減
税
で
消
え

て
い
る
。
果
た
し
て
消
費
税
を
こ
の

ま
ま
続
け
て
い
い
の
か
、
市
長
の
御

意
見
を
伺
い
た
い
。

市
長

　
　

直
接
税
を
中
心
に
し
、
し
か
も
所

得
再
分
配
機
能
を
も
っ
た
累
進
課
税

の
方
向
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
思
う
。

民
主
的
な
税
制
の
基
本
は
所
得
の
再

分
配
機
能
で
あ
り
、
税
制
で
一
番
大

事
だ
と
考
え
て
い
る
。
間
接
税
も
必

要
だ
と
思
う
が
、
所
得
の
低
い
人
に

対
し
て
一
番
打
撃
が
高
く
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
で
き
る
だ
け
比
率
は
低

い
方
が
い
い
。
結
論
を
言
え
ば
、
８

％
の
ま
ま
据
え
置
く
の
が
ベ
ス
ト
で

あ
る
と
考
え
る
。

議
員

　
　

直
接
税
で
行
く
べ
き
だ
と
い
う
の

は
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
所
得
分

配
は
所
得
税
の
累
進
課
税
で
や
る
と

い
う
動
き
が
、
消
費
税
を
入
れ
る
こ

と
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

が
日
本
の
税
金
の
問
題
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
値
上
げ
す
る
な
ん
て
い
う
こ

と
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

不況の影に消費税あり

市長の見解を問う

議
員

　
　

こ
の
事
業
は
62
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
壮

大
な
事
業
計
画
で
あ
る
が
、
私
が
一

抹
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
国

・
県
の
助
成
対
象
で
な
い
市
独
自
の

構
想
案
を
持
ち
上
げ
て
レ
ー
ル
に
乗

せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
当
に
こ
の

計
画
案
が
実
現
で
き
る
の
か
。
レ
ー

ル
か
ら
外
れ
た
と
き
は
大
変
な
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
、
①
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
提
案
し
た
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン

ス
バ
レ
ー
の
内
容
変
更
は
あ
る
の
か
、

太
陽
光
発
電
の
変
更
に
何
を
充
て
る

の
か
、
②
買
収
、
賃
貸
借
の
承
諾
書

は
と
る
段
階
に
入
る
の
か
、
尋
ね
る
。

都
市
建
設
部
長

　
　

①
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
買
い
取

り
価
格
が
下
落
傾
向
で
あ
る
中
、
採

算
性
が
合
わ
な
い
状
況
が
考
え
ら
れ

る
。
戸
田
建
設
株
式
会
社
の
企
画
提

案
内
容
は
、
太
陽
光
発
電
か
ら
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
へ
の
転
換
を
視
野
に
入

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
案
は
構
想

段
階
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
②
買
収
予
定
地
と
賃

借
予
定
地
の
同
意
書
・
承
諾
書
に
つ

い
て
は
、
現
在
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

今
後
、
国
・
県
と
の
調
整
協
議
を
進

め
て
い
き
、
認
可
申
請
を
正
式
に
提

出
す
る
場
合
に
、
正
式
な
同
意
書
・

承
諾
書
を
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
現
時
点
で
は
時
期
尚
早
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

議
員

　
　

私
は
こ
の
事
業
に
対
し
て
不
信
感

を
持
っ
て
い
る
。
第
１
回
検
討
会
議

の
会
議
録
を
つ
く
る
た
め
の
録
音
も

と
っ
て
い
な
い
。
万
が
一
何
か
あ
っ

た
と
き
に
責
任
の
所
在
の
持
っ
て
い

き
よ
う
が
な
い
。
誰
が
責
任
を
持
つ

の
か
。
職
員
を
や
め
る
、
市
長
を
や

め
て
し
ま
え
ば
終
わ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
公
金
を
使
う
以
上
、
決

意
と
覚
悟
を
も
ち
、
間
違
い
の
な
い

よ
う
、
肝
に
銘
じ
て
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。

不
退
転
の
決
意
と
覚
悟
を
も
っ
て

常
総
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

議
員

　
　

都
市
計
画
税
の
一
番
の
問
題
は
不

公
平
感
で
あ
る
。
都
市
計
画
税
の
使

途
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
は
受
益
と

負
担
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
調
査
検
討
な
い
し
見
直
し
は

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長

　
　

10
月
か
ら
勉
強
会
を
組
織
し
て
議

論
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

　
　

合
併
特
例
法
で
は
不
均
一
課
税
は

５
年
以
内
に
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
。

企
画
部
長

　
　

確
か
に
文
言
は
あ
る
が
、
当
市
の

見
解
と
し
て
は
、
石
下
に
も
都
市
計

画
税
が
か
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
税

率
が
違
っ
た
場
合
の
み
を
不
均
一
課

税
と
理
解
し
て
い
た
。
た
だ
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
納
得
い
た
だ
け
る
税
制

で
は
な
い
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

議
員

　
　

見
直
し
案
は
い
つ
く
か
あ
る
の
か
。

企
画
部
長

　
　

①
石
下
地
区
に
市
街
化
区
域
を
設

け
る
、
②
石
下
の
都
市
計
画
区
域
は

そ
の
ま
ま
で
、
下
水
道
の
受
益
者
の

地
域
に
課
税
す
る
、
③
都
市
計
画
税

を
廃
止
し
て
、
市
民
税
あ
る
い
は
固

定
資
産
税
に
上
乗
せ
す
る
、
④
都
市

計
画
税
は
全
廃
す
る
、
以
上
の
案
を

検
討
し
て
い
る
。

議
員

　
　

多
く
の
自
治
体
は
税
の
見
直
し
に

数
年
か
け
、
同
時
に
行
政
改
革
も
行

い
時
間
を
か
け
検
討
し
て
い
る
が
常

総
市
は
そ
れ
を
１
年
で
で
き
る
の
か
。

市
長

　
　

28
年
３
月
ま
で
１
年
半
あ
る
。
４

案
か
ら
選
ぶ
の
で
難
し
い
こ
と
で
は

な
い
。

議
員

　
　

時
間
が
な
い
の
で
検
討
は
ほ
ど
ほ

ど
で
、
新
た
な
財
源
も
な
い
ま
ま
都

市
計
画
税
廃
止
で
は
困
る
。
１
年
か

け
て
き
ち
ん
と
検
討
し
て
、
行
政
改

革
も
同
時
に
進
行
さ
せ
て
、
市
民
が

納
得
い
く
よ
う
に
考
え
て
も
ら
い
た

い
。

“不均一課税”
　　　放置は行政の怠慢

常総市における都市計画税の現状と今後について問う

８

圏央道常総インターチェンジ周辺

水
野 

昇
議
員

遠
藤 

章
江
議
員

倉
持 

守
議
員

堀
越 

道
男
議
員
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議
員

　
　

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
当

市
で
は
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療

費
助
成
制
度
が
実
現
し
、
さ
ら
に
所

得
制
限
な
し
で
、
入
院
時
も
１
回
３

０
０
円
、
そ
し
て
月
３
０
０
０
円
で

済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
お
母
さ

ん
た
ち
の
声
を
受
け
、
高
校
卒
業
す

る
ま
で
の
医
療
費
助
成
制
度
の
導
入

を
求
め
る
が
、
そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
部
長

　
　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
患

者
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
こ
と

は
、
大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
ぜ
ひ
常
総
市
と
し
て
も
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

高
校
卒
業
ま
で
、
外
来
と
入
院
の

両
方
あ
わ
せ
て
、
所
得
制
限
な
し
で

お
願
い
し
た
い
。
新
年
度
で
の
実
施

を
期
待
す
る
が
ど
う
か
。

市
長

　
　

医
療
費
助
成
制
度
は
重
要
な
政
策

で
あ
り
、
新
年
度
予
算
で
ぜ
ひ
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　
　

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が

２
人
、
３
人
い
る
と
大
き
な
負
担
で

あ
り
、
給
食
費
滞
納
は
い
じ
め
の
原

因
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
子
ど
も
の

貧
困
率
は
過
去
最
悪
で
、
６
人
に
１

人
の
子
ど
も
が
貧
困
家
庭
で
あ
る
。

義
務
教
育
を
無
償
と
す
る
憲
法
26
条

の
精
神
か
ら
言
え
ば
、
給
食
費
も
無

料
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長

　
　

教
食
費
の
無
料
化
は
財
政
的
に
現

状
で
は
難
し
い
。

議
員

　
　

ほ
か
で
や
っ
て
い
な
い
と
き
に
や

る
べ
き
で
あ
る
。
早
急
に
無
料
化
し

た
方
が
人
口
増
に
つ
な
が
る
。
ま
ず

市
で
や
れ
る
こ
と
を
や
る
、
そ
し
て

県
で
や
れ
る
こ
と
を
や
る
、
そ
れ
が

国
を
動
か
し
て
い
く
。
そ
れ
が
私
た

ち
市
議
会
議
員
の
役
割
で
も
あ
る
。

「
給
食
費
無
料
化
は
国
で
や
る
べ
き
」

と
言
っ
て
も
、
市
で
や
れ
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
す
ぐ
や
る
べ
き
子
育
て
支
援
策
は
! ?

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

議
員

　
　

再
三
に
わ
た
り
、
今
般
ま
で
遠
距

離
通
学
者
の
負
担
の
軽
減
を
求
め
て

来
た
。
今
こ
そ
明
確
な
回
答
を
求
め

る
。
や
る
の
か
、
や
ら
な
い
の
か
。

教
育
部
長

　
　

こ
れ
ま
で
何
度
も
一
般
質
問
の
中

で
支
援
策
の
整
備
実
現
の
提
案
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
保
護
者
か
ら
の

要
望
書
も
受
け
取
っ
て
い
た
が
、
公

共
交
通
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
の
現
状
等
を
踏
ま
え
る
と
、

な
か
な
か
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
遠
距
離
通
学
児
童

に
対
す
る
通
学
費
の
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
通

学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
通
学

費
等
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
多
く
の
自
治

体
で
実
施
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
常
総
市
に
お
い
て
も
、
27
年
度

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、
現
在
要
綱

等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

議
員

　
　

三
妻
小
学
校
は
、
文
部
省
で
定
め

ら
れ
た
遠
距
離
通
学
児
童
の
定
義
、

い
わ
ゆ
る
４
キ
ロ
以
上
の
生
徒
が
と

り
わ
け
多
い
。
菅
原
小
学
校
と
三
妻

小
学
校
に
お
い
て
、
こ
の
数
字
が
と

り
わ
け
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　

ま
さ
に
今
、
我
々
が
求
め
て
い
た

答
え
が
返
っ
て
き
た
と
私
は
確
信
を

し
て
い
る
。
署
名
活
動
を
通
じ
て
通

学
費
の
負
担
減
を
求
め
て
き
た
１
２

２
名
の
三
妻
小
学
校
の
御
父
兄
、
ま

た
そ
の
関
係
者
に
な
り
か
わ
り
、
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

遠距離通学費、補助の実現へ

三妻小学校の遠距離通学児童に対する通学費の負担軽減の市の方針について

６

掲載できなかった質問 ・農業問題について

議
員

　
　

昨
年
、
高
齢
化
社
会
に
伴
う
重
層

的
な
見
守
り
事
業
と
い
う
こ
と
で
輪

島
市
を
視
察
し
、
見
守
り
事
業
の
中

で
、
ご
近
所
マ
ッ
プ
を
作
成
し
有
効

活
用
し
て
い
る
こ
と
を
勉
強
し
た
。

輪
島
市
の
高
齢
化
率
は
約
40
％
で
、

も
う
半
分
近
く
の
方
が
65
歳
以
上
と

い
う
深
刻
な
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い

る
。
輪
島
市
の
ご
近
所
マ
ッ
プ
は
、

一
人
暮
ら
し
の
方
、
認
知
症
ま
た
は

介
護
を
し
て
い
る
家
、
空
き
家
に
な

っ
て
い
る
場
所
、
生
協
な
ど
を
利
用

し
て
買
い
物
に
困
っ
て
は
い
な
い
家
、

だ
れ
か
が
定
期
的
に
訪
問
し
て
く
る

家
な
ど
、
そ
う
し
た
定
義
に
分
け
て

色
分
け
し
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
な
が
ら
、
様

々
な
方
法
で
見
守
り
を
実
施
し
、
人

命
救
助
に
ま
で
至
っ
た
例
が
毎
年
１
、

２
件
あ
り
、
ど
れ
も
す
べ
て
単
身
者

世
帯
で
あ
る
。
当
市
で
も
ご
近
所
の

力
、
共
助
と
い
う
も
の
を
平
常
時
か

ら
再
認
識
し
、
見
守
り
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
避
難
場
所
や
井
戸
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
情
報
を
日
頃

か
ら
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
大
変
有

効
で
あ
る
。
そ
う
し
た
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
民
生
活
部
長

　
　

高
齢
者
や
災
害
時
要
援
護
者
、
避

難
場
所
、
災
害
時
協
力
井
戸
の
場
所

な
ど
の
情
報
を
共
有
し
た
ご
近
所
マ

ッ
プ
を
作
成
し
、
防
災
対
策
を
と
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
し
か

し
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
時

要
援
護
者
の
マ
ッ
プ
登
録
の
た
め
の

本
人
同
意
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
マ
ッ
プ
搭
載
が
必
要
な

方
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
難
し

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
現

在
、
市
で
は
災
害
時
に
お
け
る
地
域

の
救
助
活
動
が
速
や
か
に
行
え
る
よ

う
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
に
対

し
て
、
防
災
組
織
内
の
小
規
模
地
区

ご
と
の
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
。

議
員

　
　

私
の
地
区
に
は
、
き
ぬ
の
里
と
い

う
新
興
住
宅
地
が
あ
り
、
今
、
人
口

は
４
１
０
０
人
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　
　

税
収
も
上
が
っ
て
い
る
中
で
、
何

も
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
。
今
後
ど
う

な
る
の
か
。

教
育
部
長

　
　

内
守
谷
公
民
館
は
築
40
年
が
経
過

し
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
都

度
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

は
、
各
施
設
の
優
先
順
位
を
総
合
的

に
判
断
し
、
修
繕
等
を
実
施
し
た
い
。

保
健
福
祉
部
長

　
　

学
童
ク
ラ
ブ
に
関
し
て
、
27
年
度

か
ら
対
象
が
６
年
生
ま
で
拡
大
す
る

こ
と
に
伴
い
、
絹
西
小
学
校
の
２
教

室
を
学
童
ク
ラ
ブ
専
用
室
に
改
修
し

て
、
施
設
整
備
を
完
了
し
た
。

議
員

　
　

内
守
谷
に
は
学
校
が
な
い
。
ま
た

水
海
道
公
民
館
は
耐
震
目
指
し
て
、

内
守
谷
公
民
館
は
ど
う
な
の
か
。
計

画
も
何
も
し
て
い
な
い
の
は
格
差
そ

の
も
の
で
は
な
い
か
。
学
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
、
私
は
絹
西
小
学
校
の
中

に
学
童
ク
ラ
ブ
を
ふ
や
す
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

市
長

　
　

学
童
ク
ラ
ブ
は
学
校
の
中
で
や
る

こ
と
に
決
定
し
て
い
る
の
で
、
内
守

谷
公
民
館
の
今
後
の
あ
り
方
と
し
て
、

複
合
的
な
施
設
を
つ
く
る
方
向
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。
格
差
が
あ
る
の

は
事
実
な
の
で
、
ど
う
解
決
し
て
い

く
か
真
剣
に
議
論
し
て
い
る
。

議
員

　
　

そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
内
守
谷

公
民
館
跡
地
に
考
え
て
は
ど
う
か
。

市
役
所
の
出
先
機
関
も
プ
ラ
ス
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
内
守
谷
は

税
金
だ
け
納
め
て
何
も
な
い
と
い
う

こ
と
は
お
か
し
く
な
い
か
。

市
長

　
　

今
の
内
守
谷
公
民
館
の
耐
用
年
数

が
来
れ
ば
、
複
合
的
な
も
の
と
し
て

つ
く
り
か
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る

と
思
う
が
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

災
害
弱
者
を
見
守
る
ご
近
所
の
目

災
害
時
に
活
用
で
き
る
ご
近
所
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て

格差
そのものじゃないですか！？

内守谷公民館学童クラブのその後について尋ねる

掲載できなかった質問 ・通学道路整備について尋ねる　・人口増加対策としてどのように考えているか尋ねる

掲載できなかった質問 ・市内小中学校における和楽器等の伝統音楽教育の取り組みについて７

遠距離通学児童

石
川 

栄
子
議
員

金
子 

晃
久
議
員

堀
越 

輝
子
議
員

坂
巻 

文
夫
議
員

ご近所マップ作成例

在宅要介護者

高齢者１人暮らし

内守谷公民館
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議
員

　
　

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
当

市
で
は
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療

費
助
成
制
度
が
実
現
し
、
さ
ら
に
所

得
制
限
な
し
で
、
入
院
時
も
１
回
３

０
０
円
、
そ
し
て
月
３
０
０
０
円
で

済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
お
母
さ

ん
た
ち
の
声
を
受
け
、
高
校
卒
業
す

る
ま
で
の
医
療
費
助
成
制
度
の
導
入

を
求
め
る
が
、
そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
部
長

　
　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
患

者
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
こ
と

は
、
大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
ぜ
ひ
常
総
市
と
し
て
も
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

高
校
卒
業
ま
で
、
外
来
と
入
院
の

両
方
あ
わ
せ
て
、
所
得
制
限
な
し
で

お
願
い
し
た
い
。
新
年
度
で
の
実
施

を
期
待
す
る
が
ど
う
か
。

市
長

　
　

医
療
費
助
成
制
度
は
重
要
な
政
策

で
あ
り
、
新
年
度
予
算
で
ぜ
ひ
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　
　

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が

２
人
、
３
人
い
る
と
大
き
な
負
担
で

あ
り
、
給
食
費
滞
納
は
い
じ
め
の
原

因
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
子
ど
も
の

貧
困
率
は
過
去
最
悪
で
、
６
人
に
１

人
の
子
ど
も
が
貧
困
家
庭
で
あ
る
。

義
務
教
育
を
無
償
と
す
る
憲
法
26
条

の
精
神
か
ら
言
え
ば
、
給
食
費
も
無

料
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長

　
　

教
食
費
の
無
料
化
は
財
政
的
に
現

状
で
は
難
し
い
。

議
員

　
　

ほ
か
で
や
っ
て
い
な
い
と
き
に
や

る
べ
き
で
あ
る
。
早
急
に
無
料
化
し

た
方
が
人
口
増
に
つ
な
が
る
。
ま
ず

市
で
や
れ
る
こ
と
を
や
る
、
そ
し
て

県
で
や
れ
る
こ
と
を
や
る
、
そ
れ
が

国
を
動
か
し
て
い
く
。
そ
れ
が
私
た

ち
市
議
会
議
員
の
役
割
で
も
あ
る
。

「
給
食
費
無
料
化
は
国
で
や
る
べ
き
」

と
言
っ
て
も
、
市
で
や
れ
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
す
ぐ
や
る
べ
き
子
育
て
支
援
策
は
! ?

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

議
員

　
　

再
三
に
わ
た
り
、
今
般
ま
で
遠
距

離
通
学
者
の
負
担
の
軽
減
を
求
め
て

来
た
。
今
こ
そ
明
確
な
回
答
を
求
め

る
。
や
る
の
か
、
や
ら
な
い
の
か
。

教
育
部
長

　
　

こ
れ
ま
で
何
度
も
一
般
質
問
の
中

で
支
援
策
の
整
備
実
現
の
提
案
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
保
護
者
か
ら
の

要
望
書
も
受
け
取
っ
て
い
た
が
、
公

共
交
通
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
の
現
状
等
を
踏
ま
え
る
と
、

な
か
な
か
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
遠
距
離
通
学
児
童

に
対
す
る
通
学
費
の
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
通

学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
通
学

費
等
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
多
く
の
自
治

体
で
実
施
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
常
総
市
に
お
い
て
も
、
27
年
度

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、
現
在
要
綱

等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

議
員

　
　

三
妻
小
学
校
は
、
文
部
省
で
定
め

ら
れ
た
遠
距
離
通
学
児
童
の
定
義
、

い
わ
ゆ
る
４
キ
ロ
以
上
の
生
徒
が
と

り
わ
け
多
い
。
菅
原
小
学
校
と
三
妻

小
学
校
に
お
い
て
、
こ
の
数
字
が
と

り
わ
け
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　

ま
さ
に
今
、
我
々
が
求
め
て
い
た

答
え
が
返
っ
て
き
た
と
私
は
確
信
を

し
て
い
る
。
署
名
活
動
を
通
じ
て
通

学
費
の
負
担
減
を
求
め
て
き
た
１
２

２
名
の
三
妻
小
学
校
の
御
父
兄
、
ま

た
そ
の
関
係
者
に
な
り
か
わ
り
、
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
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６

掲載できなかった質問 ・農業問題について

議
員

　
　

昨
年
、
高
齢
化
社
会
に
伴
う
重
層

的
な
見
守
り
事
業
と
い
う
こ
と
で
輪

島
市
を
視
察
し
、
見
守
り
事
業
の
中

で
、
ご
近
所
マ
ッ
プ
を
作
成
し
有
効

活
用
し
て
い
る
こ
と
を
勉
強
し
た
。

輪
島
市
の
高
齢
化
率
は
約
40
％
で
、

も
う
半
分
近
く
の
方
が
65
歳
以
上
と

い
う
深
刻
な
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い

る
。
輪
島
市
の
ご
近
所
マ
ッ
プ
は
、

一
人
暮
ら
し
の
方
、
認
知
症
ま
た
は

介
護
を
し
て
い
る
家
、
空
き
家
に
な

っ
て
い
る
場
所
、
生
協
な
ど
を
利
用

し
て
買
い
物
に
困
っ
て
は
い
な
い
家
、

だ
れ
か
が
定
期
的
に
訪
問
し
て
く
る

家
な
ど
、
そ
う
し
た
定
義
に
分
け
て

色
分
け
し
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
な
が
ら
、
様

々
な
方
法
で
見
守
り
を
実
施
し
、
人

命
救
助
に
ま
で
至
っ
た
例
が
毎
年
１
、

２
件
あ
り
、
ど
れ
も
す
べ
て
単
身
者

世
帯
で
あ
る
。
当
市
で
も
ご
近
所
の

力
、
共
助
と
い
う
も
の
を
平
常
時
か

ら
再
認
識
し
、
見
守
り
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
避
難
場
所
や
井
戸
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
情
報
を
日
頃

か
ら
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
大
変
有

効
で
あ
る
。
そ
う
し
た
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
民
生
活
部
長

　
　

高
齢
者
や
災
害
時
要
援
護
者
、
避

難
場
所
、
災
害
時
協
力
井
戸
の
場
所

な
ど
の
情
報
を
共
有
し
た
ご
近
所
マ

ッ
プ
を
作
成
し
、
防
災
対
策
を
と
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
し
か

し
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
時

要
援
護
者
の
マ
ッ
プ
登
録
の
た
め
の

本
人
同
意
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
マ
ッ
プ
搭
載
が
必
要
な

方
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
難
し

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
現

在
、
市
で
は
災
害
時
に
お
け
る
地
域

の
救
助
活
動
が
速
や
か
に
行
え
る
よ

う
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
に
対

し
て
、
防
災
組
織
内
の
小
規
模
地
区

ご
と
の
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
。

議
員

　
　

私
の
地
区
に
は
、
き
ぬ
の
里
と
い

う
新
興
住
宅
地
が
あ
り
、
今
、
人
口

は
４
１
０
０
人
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　
　

税
収
も
上
が
っ
て
い
る
中
で
、
何

も
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
。
今
後
ど
う

な
る
の
か
。

教
育
部
長

　
　

内
守
谷
公
民
館
は
築
40
年
が
経
過

し
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
都

度
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

は
、
各
施
設
の
優
先
順
位
を
総
合
的

に
判
断
し
、
修
繕
等
を
実
施
し
た
い
。

保
健
福
祉
部
長

　
　

学
童
ク
ラ
ブ
に
関
し
て
、
27
年
度

か
ら
対
象
が
６
年
生
ま
で
拡
大
す
る

こ
と
に
伴
い
、
絹
西
小
学
校
の
２
教

室
を
学
童
ク
ラ
ブ
専
用
室
に
改
修
し

て
、
施
設
整
備
を
完
了
し
た
。

議
員

　
　

内
守
谷
に
は
学
校
が
な
い
。
ま
た

水
海
道
公
民
館
は
耐
震
目
指
し
て
、

内
守
谷
公
民
館
は
ど
う
な
の
か
。
計

画
も
何
も
し
て
い
な
い
の
は
格
差
そ

の
も
の
で
は
な
い
か
。
学
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
、
私
は
絹
西
小
学
校
の
中

に
学
童
ク
ラ
ブ
を
ふ
や
す
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

市
長

　
　

学
童
ク
ラ
ブ
は
学
校
の
中
で
や
る

こ
と
に
決
定
し
て
い
る
の
で
、
内
守

谷
公
民
館
の
今
後
の
あ
り
方
と
し
て
、

複
合
的
な
施
設
を
つ
く
る
方
向
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。
格
差
が
あ
る
の

は
事
実
な
の
で
、
ど
う
解
決
し
て
い

く
か
真
剣
に
議
論
し
て
い
る
。

議
員

　
　

そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
内
守
谷

公
民
館
跡
地
に
考
え
て
は
ど
う
か
。

市
役
所
の
出
先
機
関
も
プ
ラ
ス
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
内
守
谷
は

税
金
だ
け
納
め
て
何
も
な
い
と
い
う

こ
と
は
お
か
し
く
な
い
か
。

市
長

　
　

今
の
内
守
谷
公
民
館
の
耐
用
年
数

が
来
れ
ば
、
複
合
的
な
も
の
と
し
て

つ
く
り
か
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る

と
思
う
が
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

災
害
弱
者
を
見
守
る
ご
近
所
の
目

災
害
時
に
活
用
で
き
る
ご
近
所
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て

格差
そのものじゃないですか！？

内守谷公民館学童クラブのその後について尋ねる

掲載できなかった質問 ・通学道路整備について尋ねる　・人口増加対策としてどのように考えているか尋ねる

掲載できなかった質問 ・市内小中学校における和楽器等の伝統音楽教育の取り組みについて７

遠距離通学児童

石
川 

栄
子
議
員

金
子 

晃
久
議
員

堀
越 

輝
子
議
員

坂
巻 

文
夫
議
員

ご近所マップ作成例

在宅要介護者

高齢者１人暮らし

内守谷公民館
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議
員

　
　

人
口
減
少
を
止
め
る
に
は
、
独
自

の
施
策
で
他
の
自
治
体
よ
り
も
魅
力

あ
る
進
ん
だ
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

県
で
も
少
子
化
対
策
を
強
化
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
①
少
子
化
対
策

と
し
て
、
当
市
の
子
育
て
支
援
対
策

に
つ
い
て
、
②
定
住
人
口
の
増
大
に

関
す
る
政
策
と
し
て
、
住
宅
購
入
に

お
け
る
支
援
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

保
健
福
祉
部
長

　
　

①
２
人
以
上
の
お
子
さ
ん
が
同
時

に
保
育
所
に
通
所
す
る
場
合
の
保
育

料
は
、
２
番
目
の
お
子
さ
ん
は
半
額
、

３
番
目
の
お
子
さ
ん
は
無
料
と
な
っ

て
い
る
。
提
言
い
た
だ
い
て
い
る
第

２
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

企
画
部
長

　
　

②
市
で
は
、
市
所
有
の
分
譲
宅
地

に
住
宅
建
設
を
行
っ
た
際
、
建
築
費

の
一
部
と
固
定
資
産
税
相
当
額
を
補

助
す
る
、
い
き
い
き
子
育
て
住
宅
支

援
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員

　
　

地
方
創
生
法
の
補
助
金
活
用
を
強

く
要
望
し
て
、
第
２
子
に
対
す
る
保

育
料
無
料
は
で
き
れ
ば
早
い
時
期
、

強
く
言
え
ば
来
期
の
予
算
編
成
の
中

に
あ
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

保
健
福
祉
部
長

　
　

検
討
の
中
に
加
え
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

住
宅
取
得
者
に
対
す
る
奨
励
金
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
常
総
市

も
政
策
を
先
取
り
し
な
く
て
は
人
口

が
ふ
え
な
い
。
地
方
創
生
法
を
活
か

し
た
、
常
総
市
独
自
の
政
策
を
予
算

編
成
の
中
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

　
　

地
方
創
生
法
の
補
助
金
内
容
が
具

体
的
に
出
て
き
た
段
階
で
、
使
え
る

も
の
は
全
部
使
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
。
若
い
世
代
に
住
ん
で
も
ら

え
る
た
め
に
、
住
宅
・
教
育
・
医
療

政
策
に
一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
一
般
の
住
宅
地
に
つ

い
て
も
助
成
を
検
討
し
て
い
る
。

地
方
の
再
生
は
「
ひ
と
」
の
創
生
か
ら

当
市
に
お
け
る
少
子
化
対
策
と
定
住
人
口
促
進
に
つ
い
て
、
各
部
門
別
に
問
う

５

掲載できなかった質問 ・里山資本主義について　・下水道雑感

議
員

　
　

消
費
税
は
、
平
成
元
年
に
導
入
さ

れ
、
現
在
８
％
に
な
り
、
今
後
さ
ら

に
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
。
消

費
税
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
景
気

は
落
ち
込
む
。
ま
さ
に
不
況
の
影
に

消
費
税
あ
り
だ
と
思
う
。
消
費
税
と

い
う
の
は
、
低
所
得
者
に
と
っ
て
重

く
、
不
公
平
な
税
で
あ
る
。
デ
ー
タ

で
は
、
３
７
０
万
円
の
所
得
の
４
人

世
帯
を
例
に
、
５
％
で
消
費
税
は
15

万
円
か
か
り
、
10
％
に
な
る
と
30
万

円
に
な
る
と
い
う
。
中
小
企
業
に
と

っ
て
も
、
商
品
に
乗
せ
て
取
れ
ず
、

そ
の
分
だ
け
身
銭
を
き
っ
て
納
め
る

と
い
う
の
が
７
割
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
消
費
税
に
は
、
輸
出
に

対
し
て
は
還
付
す
る
と
い
う
輸
出
戻

し
税
と
い
う
の
が
隠
れ
て
い
る
。
多

額
の
還
付
金
に
よ
っ
て
赤
字
に
な
っ

て
し
ま
う
税
務
署
も
あ
る
。
直
間
比

率
の
見
直
し
で
一
番
大
き
い
の
は
法

人
税
の
見
直
し
で
あ
る
。
消
費
税
で

納
め
た
分
は
法
人
税
の
減
税
で
消
え

て
い
る
。
果
た
し
て
消
費
税
を
こ
の

ま
ま
続
け
て
い
い
の
か
、
市
長
の
御

意
見
を
伺
い
た
い
。

市
長

　
　

直
接
税
を
中
心
に
し
、
し
か
も
所

得
再
分
配
機
能
を
も
っ
た
累
進
課
税

の
方
向
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
思
う
。

民
主
的
な
税
制
の
基
本
は
所
得
の
再

分
配
機
能
で
あ
り
、
税
制
で
一
番
大

事
だ
と
考
え
て
い
る
。
間
接
税
も
必

要
だ
と
思
う
が
、
所
得
の
低
い
人
に

対
し
て
一
番
打
撃
が
高
く
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
で
き
る
だ
け
比
率
は
低

い
方
が
い
い
。
結
論
を
言
え
ば
、
８

％
の
ま
ま
据
え
置
く
の
が
ベ
ス
ト
で

あ
る
と
考
え
る
。

議
員

　
　

直
接
税
で
行
く
べ
き
だ
と
い
う
の

は
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
所
得
分

配
は
所
得
税
の
累
進
課
税
で
や
る
と

い
う
動
き
が
、
消
費
税
を
入
れ
る
こ

と
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

が
日
本
の
税
金
の
問
題
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
値
上
げ
す
る
な
ん
て
い
う
こ

と
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

不況の影に消費税あり

市長の見解を問う

議
員

　
　

こ
の
事
業
は
62
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
壮

大
な
事
業
計
画
で
あ
る
が
、
私
が
一

抹
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
国

・
県
の
助
成
対
象
で
な
い
市
独
自
の

構
想
案
を
持
ち
上
げ
て
レ
ー
ル
に
乗

せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
当
に
こ
の

計
画
案
が
実
現
で
き
る
の
か
。
レ
ー

ル
か
ら
外
れ
た
と
き
は
大
変
な
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
、
①
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
提
案
し
た
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン

ス
バ
レ
ー
の
内
容
変
更
は
あ
る
の
か
、

太
陽
光
発
電
の
変
更
に
何
を
充
て
る

の
か
、
②
買
収
、
賃
貸
借
の
承
諾
書

は
と
る
段
階
に
入
る
の
か
、
尋
ね
る
。

都
市
建
設
部
長

　
　

①
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
買
い
取

り
価
格
が
下
落
傾
向
で
あ
る
中
、
採

算
性
が
合
わ
な
い
状
況
が
考
え
ら
れ

る
。
戸
田
建
設
株
式
会
社
の
企
画
提

案
内
容
は
、
太
陽
光
発
電
か
ら
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
へ
の
転
換
を
視
野
に
入

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
案
は
構
想

段
階
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
②
買
収
予
定
地
と
賃

借
予
定
地
の
同
意
書
・
承
諾
書
に
つ

い
て
は
、
現
在
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

今
後
、
国
・
県
と
の
調
整
協
議
を
進

め
て
い
き
、
認
可
申
請
を
正
式
に
提

出
す
る
場
合
に
、
正
式
な
同
意
書
・

承
諾
書
を
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
現
時
点
で
は
時
期
尚
早
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

議
員

　
　

私
は
こ
の
事
業
に
対
し
て
不
信
感

を
持
っ
て
い
る
。
第
１
回
検
討
会
議

の
会
議
録
を
つ
く
る
た
め
の
録
音
も

と
っ
て
い
な
い
。
万
が
一
何
か
あ
っ

た
と
き
に
責
任
の
所
在
の
持
っ
て
い

き
よ
う
が
な
い
。
誰
が
責
任
を
持
つ

の
か
。
職
員
を
や
め
る
、
市
長
を
や

め
て
し
ま
え
ば
終
わ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
公
金
を
使
う
以
上
、
決

意
と
覚
悟
を
も
ち
、
間
違
い
の
な
い

よ
う
、
肝
に
銘
じ
て
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。

不
退
転
の
決
意
と
覚
悟
を
も
っ
て

常
総
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

議
員

　
　

都
市
計
画
税
の
一
番
の
問
題
は
不

公
平
感
で
あ
る
。
都
市
計
画
税
の
使

途
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
は
受
益
と

負
担
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
調
査
検
討
な
い
し
見
直
し
は

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長

　
　

10
月
か
ら
勉
強
会
を
組
織
し
て
議

論
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

　
　

合
併
特
例
法
で
は
不
均
一
課
税
は

５
年
以
内
に
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
。

企
画
部
長

　
　

確
か
に
文
言
は
あ
る
が
、
当
市
の

見
解
と
し
て
は
、
石
下
に
も
都
市
計

画
税
が
か
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
税

率
が
違
っ
た
場
合
の
み
を
不
均
一
課

税
と
理
解
し
て
い
た
。
た
だ
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
納
得
い
た
だ
け
る
税
制

で
は
な
い
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

議
員

　
　

見
直
し
案
は
い
つ
く
か
あ
る
の
か
。

企
画
部
長

　
　

①
石
下
地
区
に
市
街
化
区
域
を
設

け
る
、
②
石
下
の
都
市
計
画
区
域
は

そ
の
ま
ま
で
、
下
水
道
の
受
益
者
の

地
域
に
課
税
す
る
、
③
都
市
計
画
税

を
廃
止
し
て
、
市
民
税
あ
る
い
は
固

定
資
産
税
に
上
乗
せ
す
る
、
④
都
市

計
画
税
は
全
廃
す
る
、
以
上
の
案
を

検
討
し
て
い
る
。

議
員

　
　

多
く
の
自
治
体
は
税
の
見
直
し
に

数
年
か
け
、
同
時
に
行
政
改
革
も
行

い
時
間
を
か
け
検
討
し
て
い
る
が
常

総
市
は
そ
れ
を
１
年
で
で
き
る
の
か
。

市
長

　
　

28
年
３
月
ま
で
１
年
半
あ
る
。
４

案
か
ら
選
ぶ
の
で
難
し
い
こ
と
で
は

な
い
。

議
員

　
　

時
間
が
な
い
の
で
検
討
は
ほ
ど
ほ

ど
で
、
新
た
な
財
源
も
な
い
ま
ま
都

市
計
画
税
廃
止
で
は
困
る
。
１
年
か

け
て
き
ち
ん
と
検
討
し
て
、
行
政
改

革
も
同
時
に
進
行
さ
せ
て
、
市
民
が

納
得
い
く
よ
う
に
考
え
て
も
ら
い
た

い
。

“不均一課税”
　　　放置は行政の怠慢

常総市における都市計画税の現状と今後について問う

８

圏央道常総インターチェンジ周辺

水
野 

昇
議
員

遠
藤 

章
江
議
員

倉
持 

守
議
員

堀
越 

道
男
議
員
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議
員

　
　

市
民
の
広
場
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
市
民
か
ら
、「
多
目
的
施
設
を
つ
く

っ
て
使
い
勝
手
が
い
い
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
請
願
等
が
出

さ
れ
て
い
る
。
今
の
ま
ち
の
中
の
姿

は
、
大
変
衰
退
し
た
姿
で
あ
る
。
選

挙
の
た
び
に
ま
ち
の
活
性
化
を
し
よ

う
と
い
う
願
い
を
込
め
て
選
挙
運
動

が
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
実
を

結
ぶ
こ
と
な
く
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
現
市
長
に
攻
撃
的
な
内
容
で
選

挙
戦
が
戦
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
せ
な
い
障
害

に
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
思
う
。

せ
め
て
継
続
的
な
事
業
は
何
と
し
て

も
や
り
遂
げ
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

大
変
残
念
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

前
向
き
に
最
終
的
な
決
断
を
し
て
い

た
だ
き
、
市
民
の
願
い
を
か
な
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
長

　
　

市
民
の
広
場
は
今
日
ま
で
約
２
年

間
使
用
し
て
き
て
い
る
が
、
十
分
に

有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
議
員
や
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
具
体
的
な
提
案
も
な

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
す
べ
て
含

め
て
、
現
在
、
具
体
的
な
検
討
作
業

に
入
っ
て
い
る
。
２
月
の
議
会
に
具

体
的
な
案
と
し
て
提
示
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員

　
　

こ
の
場
所
は
お
手
洗
い
だ
け
あ
れ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
や

は
り
き
ち
ん
と
し
た
施
設
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
人
の
集
客
が
で
き
る
と
思

う
。
施
設
を
つ
く
る
よ
う
な
予
算
化

を
す
る
つ
も
り
が
あ
る
か
。

市
長

　
　

施
設
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
具
体
的
な
案
を
出
す
と
い
う
こ

と
は
、
当
然
予
算
措
置
も
含
む
。

議
員

　
　

多
目
的
施
設
を
含
め
て
予
算
化
を

し
て
い
た
だ
い
て
、
早
い
機
会
に
市

民
の
願
い
を
か
な
え
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
を
し
た
い
。

建
て
る
の
か
、
建
て
な
い
の
か
？

市
民
の
広
場
に
多
目
的
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
最
終
決
断
を

議
員

　
　

福
島
県
喜
多
方
市
の
小
学
校
に
は

農
業
科
が
あ
り
、
小
学
生
に
農
業
を

教
え
て
い
る
。
話
を
聞
く
と
、「
作
物

を
育
て
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
心

を
育
て
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
実
に
喜
多
方
市
で
は
中
学
校
で
の

い
じ
め
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
た
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
畑
を
耕

し
、
種
を
ま
き
、
肥
や
し
を
や
っ
て
、

数
カ
月
か
か
っ
て
育
て
る
。
１
人
で

は
で
き
な
い
。
最
後
は
み
ん
な
で
収

穫
す
る
。
今
は
小
学
校
全
校
で
や
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命

に
農
業
体
験
し
て
友
達
を
思
い
、
命

の
大
切
さ
、
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
実

感
し
て
覚
え
て
い
く
。
作
物
を
育
て

る
こ
と
も
心
を
育
て
る
一
つ
な
ん
だ

と
考
え
る
が
、
常
総
市
で
も
や
っ
て

は
ど
う
か
。

教
育
長

　
　

喜
多
方
市
の
取
り
組
み
は
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
す
ば
ら
し
い
も

の
と
考
え
る
。
当
市
で
は
、
田
植
え

か
ら
稲
刈
り
、
さ
ら
に
食
に
至
る
ま

で
稲
作
体
験
を
学
習
し
て
い
る
小
学

校
が
８
校
、
各
種
野
菜
の
栽
培
な
ど

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
小
学
校
が

９
校
あ
る
。
中
学
校
で
は
、「
夢
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
職
場
体
験
で

自
分
の
適
性
を
探
っ
た
り
、
被
災
地

訪
問
や
広
島
の
平
和
学
習
を
行
っ
た

り
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
当
市
の

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
あ
り
方
は
、

各
学
校
の
実
態
に
あ
っ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

議
員
か
ら
の
貴
重
な
情
報
を
大
切
に

し
、
各
学
校
に
も
紹
介
し
な
が
ら
今

後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
一
つ
の
領

域
と
考
え
る
。

議
員

　
　

人
間
十
人
十
色
で
、
多
様
性
を
大

事
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
夢
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
教
育

環
境
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
合
的
学
習
の
時
間
を
有
意
義
に
使

う
こ
と
を
考
え
、
教
育
活
動
に
さ
ら

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

農業を通じた体験学習を

子どもたちの心を育む総合的学習の活用について

４

掲載できなかった質問 ・本年度、大幅安の米価と今後の追加払いの予定、そして耕作放棄地や後継者の減少対策について
・道路課の事業の遅れは予算と職員不足と思われる。再任用を含む人材確保を

掲載できなかった質問 ・市長の政治姿勢について
・アグリチャレンシ支援事業の創設

議
員

　
　

昨
年
、
市
道
東
３
１
７
号
線
に
関

す
る
改
善
に
つ
い
て
と
い
う
以
下
の

陳
情
（
地
元
住
民
93
名
署
名
）
が
提

出
さ
れ
た
。「
興
正
寺
内
を
通
る
公
道

（
３
１
７
号
線
）
上
に
車
の
通
過
を

妨
げ
る
よ
う
に
置
か
れ
た
石
の
撤
去

を
求
め
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
陳
情
は
昨
年
議
会
で
採
択
に
な

っ
て
い
る
が
、
現
状
は
全
く
変
わ
っ

て
い
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

用
地
管
理
課
長

　
　

地
権
者
の
了
解
が
得
ら
れ
な
い
た

め
現
況
の
状
態
で
あ
る
。
地
権
者
立

ち
合
い
の
も
と
、
く
い
を
復
元
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
交
渉
し
て
い
く
。

議
員

　
　

６
年
前
に
も
地
元
住
民
か
ら
同
じ

要
望
が
あ
っ
た
が
、
脅
か
さ
れ
て
取

り
下
げ
た
経
過
が
あ
る
。
地
権
者
は

市
会
議
員
と
い
う
立
場
に
あ
り
な
が

ら
、
道
路
法
的
に
も
違
反
し
て
い
る
。

地
域
住
民
が
困
っ
て
い
る
の
を
知
っ

て
い
な
が
ら
市
側
の
要
請
に
も
応
じ

な
い
。
市
職
員
が
一
生
懸
命
や
っ
て

も
話
が
進
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
法

的
措
置
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
員
と
も
あ
ろ
う
立
場
の
方
が
こ
う

い
う
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
市
長
は
ど
う
思
う
か
。

市
長

　
　

法
的
に
訴
え
る
前
に
、
議
員
の
仲

間
の
１
人
と
し
て
粘
り
強
く
説
得
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
法
的
手
段

は
最
後
で
あ
る
。
全
会
一
致
で
採
択

し
て
い
る
以
上
、
市
と
し
て
は
市
民

の
要
望
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
ま
ず

努
力
す
る
の
が
先
決
で
あ
る
。

議
員

　
　

も
う
何
回
も
粘
り
強
く
交
渉
し
て

い
る
。
市
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
よ
う
力
を
尽
く
す
べ
き
議
員
の

立
場
と
し
て
お
か
し
い
。
住
民
が
困

っ
て
い
る
の
に
、
生
ぬ
る
い
こ
と
を

や
っ
て
い
て
は
だ
め
だ
。
執
行
部
と

し
て
は
、
相
手
が
ど
う
い
う
立
場
の

人
で
あ
ろ
う
と
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
。

議
員

　
　

住
基
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
れ
ば
、

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
や
印
鑑
証
明
が

取
得
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い

ま
国
が
進
め
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
始
ま
る
と
、
ど
う
な
る
の
か
。

市
長

　
　

28
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
え
ば
、
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住

民
票
、
印
鑑
証
明
を
と
れ
る
よ
う
に

な
る
。
ぜ
ひ
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
て

お
り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
不
公
平
を
是
正

す
る
た
め
に
は
川
西
地
区
へ
の
出
張

所
を
開
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
工

業
団
地
も
あ
り
、
西
側
の
ほ
う
が
税

金
を
納
め
て
い
る
と
思
う
。
東
地
区

に
は
、
庁
舎
、
図
書
館
等
が
あ
る
が
、

西
側
に
は
体
育
館
く
ら
い
し
か
な
く
、

公
平
と
い
え
る
の
か
。

市
長

　
　

行
政
窓
口
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、

不
公
平
感
は
あ
る
と
思
う
。

議
員

　
　

不
公
平
を
解
消
で
き
な
い
よ
う
で

は
、
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

と
い
う
の
は
お
か
し
な
話
に
な
る
。

西
側
へ
の
出
張
所
を
要
求
す
る
。

　
　

ま
た
、
川
西
地
区
に
も
税
申
告
会

場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
市
民
か
ら

も
西
側
で
１
カ
所
つ
く
っ
て
も
ら
わ

な
く
ち
ゃ
困
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

総
務
部
長

　
　

申
告
相
談
は
税
務
署
か
ら
許
可
を

受
け
た
市
職
員
の
み
が
行
う
こ
と
で

で
き
る
た
め
、
臨
時
職
員
や
委
託
で

の
対
応
は
で
き
な
い
。
分
散
す
る
と

職
員
が
不
足
し
て
し
ま
う
た
め
、
川

西
地
区
に
申
告
会
場
を
設
置
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

議
員

　
　

財
政
再
建
の
た
め
人
員
を
削
減
し

て
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で

あ
れ
ば
意
味
が
な
い
。
公
平
に
や
っ

て
も
ら
い
た
い
。
西
側
に
も
し
っ
か

り
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

行
政
は
早
期
解
決
を
! !

市
道
東
３
１
７
号
線
に
つ
い
て
（
公
道
上
の
置
石
に
つ
い
て
）

要望ではない、要求である

鬼怒川西地区における市民サービスの拡充について

掲載できなかった質問 ・十一面山について９

掲載できなかった質問 ・次世代に残す常総市の遺産登録について　・職員採用について

市民の広場

中
村 

安
雄
議
員

中
島 

亨
一
議
員

吉
原 

光
夫
議
員

小
林 

剛
議
員

「川西地区に出張所を」

小学校の田植え体験（常総市）

（写真：石下庁舎）
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議
員

　
　

都
市
計
画
税
は
目
的
税
で
あ
り
、

税
負
担
を
さ
れ
て
い
る
地
域
の
方
々

が
相
応
の
恩
恵
を
受
け
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
妻
・

豊
岡
地
区
に
お
け
る
整
備
と
い
う
の

は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が

執
行
部
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

企
画
部
長

　
　

両
地
区
の
市
街
化
区
域
に
つ
い
て

都
市
計
画
的
な
事
業
は
現
在
行
わ
れ

て
い
な
い
。
不
公
平
感
が
あ
る
の
は

否
め
な
い
。
将
来
的
に
下
水
道
が
両

地
区
に
も
拡
大
す
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
そ
の
辺
で
ご
理
解
を
得
た
い
。

議
員

　
　

年
度
内
で
こ
れ
だ
け
の
計
画
を
し

て
こ
れ
だ
け
の
地
域
に
や
っ
て
い
く

ん
だ
と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
目

的
税
に
沿
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長

　
　

目
的
税
は
特
定
の
方
か
ら
取
る
わ

け
だ
か
ら
、
当
然
そ
の
方
に
給
付
も

充
当
し
て
い
く
の
が
大
原
則
で
あ
る
。

そ
の
趣
旨
に
合
う
よ
う
に
、
不
公
平

感
が
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

不
公
平
感
が
あ
る
な
ら
ば
、
都
市

計
画
税
は
な
く
し
て
、
す
べ
て
の
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
は
一
般
会
計
の
現

在
の
歳
入
の
中
で
や
っ
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長

　
　

議
員
が
言
っ
た
よ
う
な
改
正
方
向

も
検
討
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
る
。

議
員

　
　

検
討
時
期
と
実
現
に
移
る
時
期
は
。

市
長

　
　

10
月
か
ら
具
体
的
な
検
討
作
業
を

始
め
て
お
り
、
27
年
度
中
に
は
具
体

的
な
結
論
を
出
し
た
い
。

議
員

　
　

納
税
者
は
本
当
に
働
い
た
中
で
納

税
し
て
い
る
。
課
税
す
る
ほ
う
も
取

る
と
い
う
意
識
で
は
な
く
、
皆
さ
ま

の
大
事
な
お
金
を
預
か
る
と
い
う
意

識
で
執
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

　
　

「
ど
こ
ま
で
膨
ら
む
ご
み
処
理
費

用
、
一
人
一
人
が
ご
み
減
量
を
考
え
、

ご
み
を
減
ら
す
努
力
が
必
要
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
常
に
掲
げ
、
私
た
ち
市

民
は
１
日
の
ご
み
を
少
し
で
も
減
ら

そ
う
と
い
う
努
力
を
し
て
い
る
が
、

市
と
し
て
ご
み
処
理
費
用
を
減
ら
せ

る
よ
う
な
考
え
は
何
か
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

　
　

広
域
で
は
生
ご
み
の
堆
肥
化
、
市

で
は
資
源
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

　
　

資
源
回
収
報
奨
金
の
支
払
金
額
と

そ
れ
を
ふ
や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

尋
ね
る
。
昔
は
値
段
が
つ
か
な
か
っ

た
古
布
に
も
現
在
は
キ
ロ
10
円
が
つ

き
、
報
奨
金
と
合
わ
せ
れ
ば
キ
ロ
15

円
に
な
る
。
古
布
を
赤
い
袋
で
ご
み

と
し
て
出
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

市
民
生
活
部
長

　
　

18
年
度
は
約
１
０
３
０
万
円
で
25

年
度
が
約
８
１
６
万
円
で
あ
る
。
今

後
、
さ
ら
な
る
自
治
区
等
へ
の
働
き

か
け
も
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

報
奨
金
制
度
の
周
知
と
金
額
を
ふ

や
す
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長

　
　

学
校
、
町
内
会
、
子
ど
も
会
に
と

っ
て
も
自
主
財
源
が
ふ
え
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
面
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
広
が
る
道
だ
と
思
う
。

議
員

　
　

月
曜
日
の
回
収
に
は
出
さ
な
い
く

ら
い
の
気
持
ち
で
資
源
物
を
現
金
化

し
ま
し
ょ
う
。
次
に
、
広
域
で
の
ご

み
減
量
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

市
民
生
活
部
長

　
　

常
総
広
域
で
は
、
生
ご
み
堆
肥
化

事
業
を
立
ち
上
げ
、
水
海
道
地
区
２

１
５
世
帯
が
参
加
し
て
い
る
。
施
設

増
設
に
よ
り
、
現
在
参
加
世
帯
を
募

集
し
て
い
る
。

生
活
環
境
課
長

　
　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
30
世
帯

以
上
が
ま
と
ま
る
地
域
を
基
本
と
し

て
募
集
準
備
を
進
め
て
い
る
。

不
公
平
感
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
! !

都
市
計
画
税
の
現
況
に
つ
い
て

捨てればゴミ、
　　　　活かせば資源！！

ごみ減量の取り組みについて尋ねる

３ 10掲載できなかった質問 ・図書館を軸とするまちづくりについて

掲載できなかった質問 ・常総市暮らしの便利帳について尋ねる

資源物回収の様子

議
員

　
　

今
回
の
質
問
で
大
事
な
こ
と
は
、

市
が
行
う
許
可
、
契
約
等
に
関
し
て

議
員
は
特
定
の
企
業
、
個
人
、
団
体

の
た
め
に
有
利
な
計
ら
い
を
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
議
員

の
中
に
江
連
八
間
土
地
改
良
区
の
役

員
に
な
っ
て
い
る
方
が
２
人
い
る
。

１
人
の
議
員
は
副
理
事
長
と
し
て
約

40
万
円
、
も
う
１
人
は
普
通
の
理
事

で
20
万
円
ほ
ど
も
ら
っ
て
い
る
。
改

良
区
の
事
務
局
長
の
話
で
は
、
副
理

事
長
に
つ
い
て
は
、
議
員
と
の
兼
職

を
禁
止
す
る
通
達
が
県
か
ら
来
て
い

る
と
の
こ
と
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

役
員
を
や
っ
て
い
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。
そ
の
方
は
、
Ｊ
Ａ
の
理
事

も
し
て
い
る
。
い
く
ら
政
治
倫
理
条

例
を
つ
く
っ
て
も
、
ざ
る
抜
け
で
、

守
ら
な
い
か
ら
意
味
が
な
い
。「
議
員

が
理
事
を
務
め
て
い
る
が
、
い
ろ
い

ろ
な
交
渉
に
影
響
が
あ
る
と
思
う
か
」

と
幹
部
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
確
か
に

あ
る
と
思
う
」
と
断
言
し
た
。
ま
た

市
か
ら
改
良
区
へ
補
助
金
を
い
く
ら

出
し
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

企
画
部
長

　
　

兼
職
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
当
事
者

が
判
断
し
、
そ
し
て
組
織
で
判
断
す

べ
き
問
題
で
あ
る
。
補
助
金
は
施
設

維
持
管
理
費
と
し
て
、
こ
こ
数
年
同

額
の
６
０
４
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

議
員

　
　

議
員
は
ロ
ビ
イ
ス
ト
で
も
圧
力
団

体
で
も
な
い
。
向
こ
う
に
籍
を
置
く

と
い
う
こ
と
は
圧
力
団
体
と
同
じ
で

あ
る
。
内
部
の
自
浄
作
用
を
期
待
で

き
な
い
か
ら
、
政
治
倫
理
条
例
を
つ

く
っ
た
の
だ
ろ
う
。
先
ほ
ど
の
補
助

金
以
外
に
、
何
ら
か
の
工
事
を
す
る

と
き
は
、
補
助
は
あ
る
の
か
。

農
政
課
長

　
　

そ
の
都
度
、
予
算
補
助
と
い
う
こ

と
で
対
応
し
て
い
る
。

議
員

　
　

金
額
が
金
額
で
あ
り
、
な
お
さ
ら

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
は
い
け
な

い
。
ど
ち
ら
か
を
辞
退
す
べ
き
で
あ

る
。 

市
政
治
倫
理
条
例
・
県
の
通
達
を
守
れ
! !

政
治
倫
理
条
例
遵
守
に
つ
い
て

掲載できなかった質問 ・職員採用の件　・不法ゴミ捨ての罰則の強化について

　

平
成
26
年
常
総
市
議
会
（
11
月
定
例

会
議
）
が
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
11
日

ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

今
定
例
会
議
に
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
を
含
む
議
案
17
件
を
市
長
が
提
案
。

初
日
の
本
会
議
で
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
り
、
う
ち
４
件
が
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
等
は
各
常
任

委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
各
委
員
会
（
分
科
会
）
に
お
い

て
詳
細
に
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
人
事
案
件

２
件
、
議
員
提
案
に
よ
る
議
案
３
件
が

提
案
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
議
案
15
件
、

人
事
案
件
２
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決

・
同
意
さ
れ
、
１
件
が
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
請
願
１
件
は
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
各
種
委
員
の
推
薦

１
件
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

市
長
よ
り
塩
畑
実
氏
を
副
市
長
と
し

て
選
任
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
議

会
は
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は

４
年
で
す
。

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で

あ
る
こ
と
を
国
民
に
広
め
、
聞
こ
え
な

い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ
け
、
手
話

で
学
べ
る
よ
う
、
ろ
う
学
校
及
び
一
般

校
に
お
け
る
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮

称
）」
の
制
定
を
求
め
て
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

米
価
下
落
は
、
生
産
農
家
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
平
成
26
年
産
米
の

米
価
暴
落
に
対
し
、
国
が
よ
り
一
層
の

米
価
下
落
対
策
を
行
う
こ
と
、
耕
作
放

棄
地
対
策
を
取
る
こ
と
、
意
欲
あ
る
農

業
者
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
営

農
に
取
り
組
め
る
よ
う
米
政
策
を
構
築

す
る
こ
と
を
求
め
て
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

茂
田 

信
三
議
員

岡
野 

一
男
議
員

中
村 

博
美
議
員
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11
月
定
例
会
議

一 

般 

質 

問

２

P. 3

P. 4

P. 5

P. 6

P. 7

P. 8

P. 9

P.10

議　　長

P. 3

P. 4

P. 5

P. 6

P. 7

P. 8

P. 9

NAKAMURA  HIROMI

●ごみ減量の取り組み
資源物をそのまま捨てては
もったいない。資源回収を
行った団体に交付される報
奨金制度の活用を!!

中村　博美

12
／
１
〜
12
／
３
の
３
日
間
に
わ
た
り
15
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
政
全
般
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
質
問
・
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

※
原
則
と
し
て
平
成
の
元
号
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

NAKAMURA  YASUO

●市民の広場
建物がない広場に人が集ま
りにぎわいを取り戻すこと
などできるのだろうか。今
こそ施設建設に最終決断を!!

中村　安雄

HORIKOSHI  MICHIO

●消費税
低所得者にとって負担の重
い消費税。今後予測される
10%への引き上げを前に市
長の見解を問う。

堀越　道男

ISHIKAWA  EIKO

●子育て支援
高校生まで医療費助成の拡
大と給食費無料化を求める。
早急にやることで人口増に
つながる。

石川　栄子

SAKAMAKI  FUMIO

●内守谷公民館学童クラブ
内守谷地区は人口がふえ、税
の面でも貢献している。にも
かかわらず学校もない。古い
公民館をどうしていくのか？

坂巻　文夫

MIZUNO  NOBORU

●常総インターチェンジ周辺
整備事業

レールに乗せたこの事業、
脱線は許されない。覚悟を
もってやっているのか？

水野　昇

KOBAYASHI  TAKESHI

●鬼怒川西地区の市民サービ
ス拡充

西側の行政サービスには不公
平感がある。西側にもしっか
り目を向けてもらいたい。

小林　剛

SHIGETA  SHINZO

●政治倫理条例の遵守
議員が法人の理事であるこ
とは、契約や交渉等におい
て影響はないのか。利益誘
導につながらないか？

茂田　信三

ENDO  MASANOBU

　議長は、議事整理、議場の
秩序維持、事務監督に当たり、
議会を代表する。原則として
採決には参加しない。

遠藤　正信

OKANO  KAZUO

●都市計画税
税を負担している人が恩恵
を受けるのは当然のこと。
不公平感の解消に向けて、
いつまでに見直すのか？

岡野　一男

NAKAJIMA  RYOICHI

●子どもたちの心を育む総合
的学習

生き方の多様性を大事にす
る教育環境をつくっていか
なければならない。

中島　亨一

KURAMOCHI  MAMORU

●少子化対策・定住人口促進

ほかの自治体よりも先取り
をした、常総市独自の魅力
ある政策が必要だ。

倉持　守

KANEKO  TERUHISA

●遠距離通学児童
通学距離が片道4km以上に
もなる小学生。再三、補助
を求めてきたが、今こそ明
確な回答を!!

金子　晃久

HORIKOSHI  TERUKO

●ご近所マップ
要援護者・避難場所等が記
載されたご近所マップは災
害時には大変有効。ぜひ当
市でも作成を!!

堀越　輝子

ENDO  FUMIE

●都市計画税
これまで適切に使われてき
たのか。「不均一課税」どう
するのか。存続か、廃止か、
はたまた？

遠藤　章江

YOSHIHARA  MITSUO

●公道上の置石
安心して車が通れるようにし
てもらいたい。それが近隣住
民の願い。行政はこれまでの
対応の仕方でよいのか？

吉原　光夫
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よ
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編
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委
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私
た
ち
が
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
に

な
っ
て
か
ら
約
２
年
に
な
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
議
会
だ
よ
り

が
よ
り
親
し
み
や
す
い
も
の
に
な
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
読
み
や
す
さ
・
見
や
す

さ
の
追
求
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
１
色
刷
り
だ
っ
た
ペ
ー
ジ

を
２
色
刷
り
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、

レ
イ
ア
ウ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
大
幅
な
見

直
し
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
文
字

サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
た
り
、
全
体
の
ペ

ー
ジ
数
を
増
や
す
な
ど
、
数
々
の
変
更

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

「
以
前
に
比
べ
て
、
ず
い
ぶ
ん
見
や
す

く
な
っ
た
ね
！
」
と
の
あ
り
が
た
い
声

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
号
は
、
私
た
ち
編
集
委
員
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
最
後
の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
議
会
だ
よ
り
の
ご
愛
読
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
月
25
日
（
水
） 

第
18
回
会
議
（
本
会
議
）

３
月
２
日
（
月
） 

第
19
回
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
３
日
（
火
） 

第
20
回
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
４
日
（
水
） 

第
21
回
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
５
日
（
木
） 

予
算
特
別
委
員
会

３
月
６
日
（
金
） 

予
算
特
別
委
員
会

３
月
９
日
（
月
） 

予
算
特
別
委
員
会

３
月
10
日
（
火
） 

常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

３
月
11
日
（
水
） 

常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

３
月
12
日
（
木
） 

常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

３
月
16
日
（
月
） 

第
22
回
会
議
（
本
会
議
）

２
月
定
例
会
議
日
程
（
予
定
）

　過去の会議録は市ホームページから入
ることができます。ぜひご利用ください。
アクセス方法は次のとおりです。

【アクセス方法】
市ホームページ→市議会→常総市議会会議録

　議会の傍聴を希望される方は、水海道庁舎議会棟
３階議場廊下に備え付けの傍聴券交付依頼書（傍聴
券控え）に記入し、議場入口の係員へお渡しください。
引き換えに傍聴券が交付されます。

過去の会議録がみられます

※正式な日程は２月下旬に開催される

　議会運営委員会で決定されます。

議会の傍聴ができます

◎中村　安雄
　水野　　昇
　中村　博美
　篠　　孝之

○坂巻 文夫
　中島 亨一
　倉持 　守
　吉原 光夫

委員会名 委　　員

議会運営

委 員 会

◎委員長

○副委員長

一部委員に異動がありました議会運営委員会

インターネット映像配信がはじまりました！！
本会議の生中継（LIVE）をインターネットでご覧いただけます。

生中継を見られない場合でも、録画映像（VOD）をご覧いた

だけます。ぜひご利用ください。

詳しくは映像配信ページをご覧ください。 

http://www.josocity.stream.jfi t.co.jp/

スマートフォンやタブレット端末でも

視聴できます。

新庁舎１階モニター

QRコード

QRコード

【アクセス方法】

市ホームページ

↓

市 議 会

↓

議会映像配信
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